
 

 

 

     

6 年生を送る会の参観をいただけずたい

へん残念なこととなりました。思い出すと昨

年は全国一斉休校となる 1 週間余り前に送

る会を実施しましたが、たくさんの人が集ま

る行事はあれ以来途絶えたままです。 

本年度学校によっては送る会で児童が体

育館に集まることを断念したところもあり

ますが、本校は3部制にして密をさけて工夫

のうえ実施をしました。6年生も下級生も互

いに楽しく充実した会にでき、何よりも次を

担う5年生に活躍の場を与えることができ、

目ざましいがんばりを示してくれたことが

大きな成果でした。ぜひ e－Learning の動

画配信をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

送る会の6年児童の感想を紹介します。 

ぼくは六送会で初めて送られる側になった。今ま

での 6年生にはありがとうの気持ちをこめて送り出し

ていたけれど、いざ送り出されるとなると今までの 6

年生もうれしかったんだろうなぁと思った。最初は小

学校を卒業するのがこわかった。でも在校生のみ

んなが心をこめて送り出してくれたので勇気が出た。

そしてこれからも在校生のみんなもがんばっていくだ

ろうから自分もがんばろうという気持ちになれた。1

年生から 5 年生までみんな楽しくおもしろい出し物

を用意してくれたのだから、ぼくも在校生に負けない

ように中学校へいっても授業や勉強をがんばって

いこうと思った。 

 コロナ禍でも工夫してこのような行事を

実現させてほんとうによかったと思える感

想です。 

   

 

 

 

 

 

 昨年度、第8000号が登 

場しました。その意味で本 

年度はいわゆる“レアもの” 

の数字はありませんが、一人ひとり大切な卒

業証書です。証書はタイトル・本文・日付・

学校名校長名・校印職印などを印刷した用紙

が市教委から支給されます。平成３０年度か

ら、津市の小中学校は「校務支援システム」

の卒業証書作成機能を使ってプリンターで

印刷しています。名前について事前にお申し

出のあった特殊な字体はそれを反映します。

なお、通常の字体であっても使用できるフォ

ントの都合上、ふだん保護者の方が習慣的に

書いてみえる字の形・バランスとは微妙に違

う場合もあります。また、プリンターをくぐ

るためローラーのゴムの痕跡が角度によっ

てはわずかに見えることもありますので合

わせてご了解ください。                      

 

 

 『聞く』は耳をかたむけ音として自然に入

ってくる状態で、『聴く』は考えながら心でう

けとめることとよくいわれます。 

 中学校進学が間近になった 6 年生はこの

点でずいぶん成長し、ゲストティーチャーの

お話などを心でうけとめ、単にお話の内容の

感想にとどまらす、自分ならどうだろうかと

考えたり、自分の次の行動にどのようにつな

げるか思いを巡らせたりして感想を書く力 

がずいぶんついてきたと思います。 

 6年生は2/10に「音楽工房 ゆめのかぼ

ちゃ店主」長島りょうがん 

さん（三重県生涯学習セン 

ター所長）にこれからの生 

き方にかかわるお話をして 

ウラ面あり 
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いただきました。みんな深く心にうけとめて

聴いていました。 

 一人の感想（部分）を紹介します。 

 私はだれかに支えられている、自分一人で

は生きていくことはできないということを

大切にしたいなと思った。自分の人生は自分

が何をするかで決まるけど、その中の一つ一

つのことはどれも誰かが関与したり支えて

くれたりしている、一人では生きられないと

思ったからだ。そう自分が支えられているよ

うに自分も誰かのことを支えられる人間に

なりたいと思った。「誰かを孤独にはさせな

い」という気持ちはこれからずっと変わらず

に持ち続けたいと思う。（後 略）  

 1月に私（校長）から6年生に津市、特

に養正地区の空襲やその後の復興のことに

ついて資料を交えて話をしました。みんな

よくメモをとりしっかりと聴き、戦争と平

和について考えました。 

 その感想も紹介します（長文の一部分） 

・・・最初歴史を学ぶとき、『どうして歴史

を学ぶ必要があるのだろう？』と疑問に思

いました。今日、この話をきいて、『歴史は

こうした戦争などを二度と繰り返さないた

めに、そして未来を前よりももっと平和と

希望に満ちあふれたものにするために学ぶ

んだな。』と気づかされました。いつか世界

の人々が手を取り合って誰もが安心できる

世界をつくるために私たちは学んでいきた

いと思います。  

 

 

国の基準で、普通学級の３～6年生は40人を

超えたら2学級、新2年生以降は35人を超え

たら2学級となっています。（特別支援学級は

別基準） 

 来年度の全校児童数はいっきに減少し

248名を予定しています。H25年度当初

の245名につぐ史上２番目に少ない人数と

なります。学年別にみると、新２年生は、

40人で35人を超えるので２学級となりま

す。（法案通過はほぼ確定）一方で、新３年

生の普通学級は３７人で１学級ですが、何

らかの特別な措置を市教委に要望していま

す。また、新１年生の普通学級は２７人

で、これは35人学級にまったく足りずに

1学級です。新４～６年生についてはぎり

ぎりの2学級です。なお、特別支援学級は

1減の3学級になります。 

とうぜん学級減は教員数や他の職種の職

員の定数にも影響があります。 

 

 

 

1人1台タブレット到着 

 2/8に全児童・担任分の 

タブレットが納品されキ 

ャビネットに収納されまし 

た。市内の全校に入って、 

新学年用の ID・パスワード 

が配布されたら使用可能に 

なります（実質4月から）。 

 

コミュニティルームのエアコン取り替え 

 学童保育の設置場所の熱 

中症予防の緊急対策予算を 

適用してもらい、市の青少 

年センター・営繕課にお世 

話になり、これまでの2倍の能力のものに替

えてもらいました。もちろん学年合同行事や

予備の会議室等としても使用しますのであ

りがたいです。 

 

くるりんペーパー 

 保護者・地域の方からのご協力も年々増え

ありがとうございます。たとえばこの１２～

1 月分は市内 50 小で 5 番目でした。順位

を競うわけではありませんが、この2か月分

だけでも422個のトイレットペーパーをも

らいたいへん助かっています。 

 

 

来年度の学級編制予定 

お 知 ら せ 

保護カバーがキーボー 

ドになっています 


